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　 はじめに 
フィールドイベンツとは、ディスク競技の中の個人種目を差し、アキュラシー、ディスタンス、MTA（Maximum Time 
Aloft）、TRC（Throw, Run and Catch）、SCF（Self Caught Flight）などがある。フィールドイベンツに共通しているこ
とは、どれも基本的技術を競うということである。アキュラシーでは、ディスクを目標に向かって正確に投げる能力を競い、
ディスタンスでは、ディスクをどれだけ遠くへ投げることができるかを競う。MTAでは、スローが空中にある時間を、TRCで
は、スローからキャッチまでの移動距離を競い、SCFはMTAとTRCを組み合わせたものである。作成：2002年 

お問い合わせ先 
本文書に関する不明点および解釈については、 日本フライングディスク協会までメールにてお問い合わせください。内容を検
討後、ご回答させていただきます。フライングディスク競技発展のため、本書の内容に限らず、ルールに関して選手の皆さんか
らのご意見やご指摘を是非お聞かせください。　Mail : info@jfda.or.jp 
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第Ⅵ章－フィールドイベンツ 
601 競技フィールド 

601.01 総括：フィールドイベンツの競技フィールドは、平らで障害物や穴がなく、安全にプレーできればどんな場所でもよ
いが、良く手入れされた芝生が最も望ましい。 

601.02 障害物：競技を妨げるような固定された障害物がある場合は、なるべく影響が少ないようにスローの位置を考慮す
る。一度確認された障害物に関しては、そのために再スローを行うことはできない。決められた観客席は、障害物
とみなされる。 

601.03 アキュラシー：アキュラシーの競技エリアは、標的から、違った距離や角度にある7つのスローイング･ステーショ
ンから成る。ステーションはファールライン（フロントラインとその両端から垂直に引かれた2本のサイドライン）
で示される。ファールラインは全て長さ120cmであり、幅は5cm～10cmの間である。フロントラインの両端には
小さな柔らかいコーンを置く。ステーションの位置は、標的の位置と、標的を通る左右への延長線（ベースライン）
を基に決められる。図6.1参照 

 

A. 正面のステーション：標的から正面方向にそれぞれ13.5m、22.5m、31.5mの位置に3つのステーションを設け
る。これらのステーションの中心は、標的の中心を通る、ベースラインに垂直な線上に位置する。 

B. 左側ステーション：プレーヤーから見て、標的に対して左側に2つのステーションを設ける。ひとつは標的から
13.5mの位置にあり、フロントラインの中心からベースラインに下ろした垂直線の長さが4.5mになるようにする。
もうひとつは標的の中心から22.5mの位置にあり、標的から4.5mラインと同じ角度のところに位置する。この
ステーションのファールラインの中心から、ベースラインに下ろした垂直線の長さは7.5mになる。 

C. 右側ステーション：プレーヤーから見て、標的に対して右側に2つのステーションを設ける。ひとつは標的から
13.5mの位置にあり、フロントラインの中心からベースラインに下ろした垂直線の長さが4.5mになるようにする。
もうひとつは標的の中心から22.5mの位置にあり、標的から4.5mラインと同じ角度のところに位置する。この
ステーションのファールラインの中心から、ベースラインに下ろした垂直線の長さは7.5mになる。 

D. 可動式の標的を使って競技エリアをつくることもできる。この場合、それぞれの標的の位置は、地面にマークし
ておくこと。図6.3参照 
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601.04 ディスタンス：ディスタンスの競技エリアは、スローの飛距離が十分に入る面積を有し、正確な測定をするために、
出来るだけ平らな地面で、風の流れを妨げるもののない場所が望ましい。フィールドを設置する際は追い風になるよ
うにすること。5つのスローイングサイトは、それぞれ少なくとも6m間隔で、3mのフロントラインとそれに垂直な
2本の3～15mサイドラインで示される。ラインは5～10cm幅で、各サイトの角には小さな柔らかいコーンを置く。

図6.4参照 

 

601.05 MTA：MTAの競技エリアは、スローの飛距離が十分に入る面積を有すること。マークやラインは必要ない。 
601.06 TRC：TRCの競技エリアは、スローの飛距離が十分に入る面積を有すること。フィールドの大きさと風向きによっ

て、内側の直径4mのファールライン（円）を、1つもしくはそれ以上、地面に5～10cmの幅のラインでひく。 
図6.5参照 

 

602 用具 
602.01 ディスク：WFDFルールの第Ⅰ章で述べられている条件を満たすものであれば、プレーヤーはどんなディスクを使用

してもよい。但しアキュラシーでは、602.01(A)で述べる特別規定を満たしていなければならない。使用するディス
クは全て同じでなくてもよい。特別規定：競技進行上の安全のために、アキュラシーにおいては、使用ディスクは
WFDF一般規定（107参照）に加え、以下の3つの特別規定を満たしていなければならない。 

(1) リム･コンフィギュレーション（リム外形率）：リム外形率は75以上でなければならない（斜角でないこ
と－108［D］参照）。 

(2) 先鋭度：エッジの先鋭度は、1.6mm以下であってはならない（108［E］参照）。 
(3) 重量：外径に対する1cm毎の重さが6.7g以下でなくてはならない。 
(4) 柔軟性：柔軟性テストにおいて、耐圧9.1kg以下でなくてはならない（108［Ｆ］参照）。 

602.02 計測：ディスタンスとTRCに関しては、テープメジャーを使うか、cm単位で200m測れる計測機を使ってもよい｡ 
602.03 ストップウォッチ：MTAでは、100分の1秒単位で計れるストップウォッチを４つ使用する。 
602.04 標的：アキュラシーでは、固い素材でできた1.5m四方の標的を地上1mに設置する。また、枠に沿って、後方に軽

いネットをつける。図6.6参照 
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603 競技ルール 
603.01 アキュラシー： 

A. 競技：プレーヤーは、各ステーションから4投ずつ、合計28投のスローを行い、より多くのスローが標的を通る
ようにする。プレーヤーは各ステーションで4投のスローを終えてから次のステーションに移動すること。ステー
ションの順番は自由に決めてよい。何人かで飛んでいったスローの回収をするとよいが、標的付近でスローを
キャッチしてはならない。 

B. ディスク：プレーヤーは、602.01の条件を満たす最低4枚のディスクを持っていること。ディスクが損傷した場
合に備え、予備のディスクを持っていることが望ましい。 

C. 時間：28投のスローをするのに7分間が与えられる｡残り1分になると警告がある。7分経過後にリリースされた
スローは無効である｡ 

D. ファール：ディスクをリリースする時に、サポーティングポイントのどの部分も、ファールラインおよびその延長
線上、またはその外側に位置してはならない。リリース後であれば、フォロースルーの動きでラインを越えても
よい。ファールは失敗したスローとして数えられる｡ 

E. グッドスロー：スローしたディスクが、ファールやタイムオーバーなしに標的を前から後ろへ完全に通過した場合、
それはグッドスローである。 

F. スコア：グッドスローは1点の得点となる。失敗したスローは無得点である。 
603.02 ディスタンス： 

A. 競技：プレーヤーは各ラウンドで5回ずつスローし、出来るだけ遠くにディスクを投げるようにする。 
B. ディスク：プレーヤーは、602.01の条件を満たす最低5枚のディスクを持っていること。スローのやり直しに備
え、予備のディスクを持っていることが望ましい。 

C. 時間：プレーヤーは、ラインジャッジの合図から2分30秒以内に5投のスローを行わなければならない。残り30
秒になると警告がある。準決勝と決勝では、与えられる時間が変わる。プレーヤーは5投のスローを行うのに、
ラインジャッジの合図から4分間が与えられる。全プレーヤーは、この時間内にスローを行う。準決勝は2ラウン
ドに分けて行われる｡残り時間2分の時と30秒の時に警告がある。どちらの形式においても、時間終了後にリリー
スされたディスクは無効である。 

D. ファール：ディスクをリリースする時に、サポーティングポイントのいかなる部分も、ファールライン上、または
その外側に位置してはならない。ファールがあった場合、スローは無効となる。 

E. 計測：正しく行われたスローの飛距離は、ファールラインの中心から、地面に落ちた地点でのディスクの中心ま
でで計測される。計測はcm単位で行われる。 

F. スコア：最も飛距離の長いスローの計測値がスコアとなる。 
G. 妨害：スローが空中で人や動物に触れた場合、プレーヤーは妨害のあった地点までの距離を計測するか、直ちに
再スローするかのどちらかを選択する｡再スロー一投につき、30秒が追加して与えられる｡ 

603.03 MTA： 
A. 競技：プレーヤーは、スローをリリースしてからキャッチするまで、ディスクがより長時間空中にあるようにス
ローをする。プレーヤーは、各ラウンドで5回ずつスローできる。 
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B. ディスク：プレーヤーは、602.01の条件を満たす最低1枚のディスクを持っていること。ディスクがなくなった
り、使えなくなった場合に備え、予備のディスクを持っていることが望ましい。 

C. 時間の計測：スローの滞空時間は、リリースの瞬間から、キャッチ時にディスクが身体に最初に触れた瞬間で計
測される。タイムは100分の1秒の単位で計測される。1スローに対し、計測係の計った3つの記録のうち中間の
記録がそのスローの記録となる。計測係が2つの記録しかとれなかった場合は、補助計測係の記録を加える。補
助の記録がない場合は、2つの記録の平均値を記録とする。記録が1つしかとれなかった場合は、再スローしなけ
ればならない。失敗したスローは記録されない。 

D. 競技時間：プレーヤーは、ジャッジによるスローの合図から15秒以内にディスクをリリースしなければならな
い。 15秒経った後にリリースされたスローは0と記録される。 

E. キャッチ：キャッチは、スローされたディスクが地面に落ちる前に、同時に身体の他の部分に触れていることな
く片手で行われ、完全に保持された時に有効となる。プレーヤーは、完全にキャッチする前に、同時に身体の2
箇所以上にディスクが触れることがなければ、何度ディスクに触れてもよい。キャッチと同時にディスクが地面に
触れた場合、キャッチは有効である。キャッチが有効であるためには、プレーヤーは、ディスクを手放す前、持
ち換える前、また、ディスクが同時に身体の他の部分に触れる前に、完全にディスクを保持しなければならない。
キャッチの有効性が疑わしい場合、プレーヤーが申し出てジャッジの判断を仰ぐ。 

F. スコア：最も良い記録がそのプレーヤーのスコアとなる。 
G. グループ分け：競技を速やかに進行するため、プレーヤーは5人ずつのグループに分けられ、順番にスローする。
グループでスローが一巡したら、各プレーヤーが5回ずつスローするまで同じ順番で繰り返す。 

H. スローの順番：最初のラウンドでは、スローの順番は無作為に決める｡２回目のラウンドからは、前ラウンドのス
コアの良いプレーヤーから順に、スローするサイトと順番を選択出来る｡２人以上が同スコアの場合は、フリッピ
ングを行う。104.03参照。 

I. 妨害：キャッチ出来るスローが空中で人や動物に触れて妨害された場合、そのスローは無効となり、再スローが
認められる。601.02で述べている、既に確認された障害物に関しては、そのために再スローを行うことはできな
い。 

603.04 TRC： 
A. 競技：プレーヤーは、スローをリリースしてからキャッチするまでのディスクの飛距離が、より長くなるように
スローイングサークル内からスローする。プレーヤーは、各ラウンドで5回ずつスローできる。 

B. ディスク：プレーヤーは、602.01の条件を満たす最低1枚のディスクを持っていること。ディスクがなくなった
り、使えなくなった場合に備え、予備のディスクを持っていることが望ましい。 

C. ファール：ディスクをリリースする時に、サポーティングポイントのどの部分も、ファールラインおよびその延長
線上、またはその外側に位置してはならない。リリース後であれば、フォロースルーの動きでラインを越えても
よい。ファールはスローの失敗とみなされ、スコアは0となる｡ 

D. 計測：スローは、キャッチ時にディスクが最初に身体に触れた瞬間にあった位置の真下にあたる 地上の地点から、
ファールサークル上で、それに最も近い地点までの距離が計測される。計測はcm単位で行われる。計測地点がサー
クル上またはサークル内になった場合、スコアは0となる。 

E. キャッチ：MTA603.03（E）のキャッチのルールが適用される。 
F. 競技時間：MTA603.03（D）の競技時間のルールが適用される。 
G. スコア：正当にキャッチされた最も距離の長いスローの記録がスコアとなる。 
H. グループ分け：MTA603.03（G）のグループ分けのルールが適用される。 
I. スローの順番：MTA603.03（H）のスローの順番のルールが適用される。 
J. 妨害：MTA603.03（I）の妨害のルールが適用される 

603.05 SCF： 
A. 競技：SCFはMTAとTRCを組み合わせたもので､両者のスコアを総合して競われる。ルールはそれぞれに定めら
れたものをそのまま用いる｡ 

B. スコア：SCFのスコアは、MTAのスコアに5.5をかけ（小数点以下は2桁になるように四捨五入する）、TRCの
スコアに加える。例えば、MTAの10.05秒のスコアは55.28となり、TRCのスコア57.41mを加えて、112.69点
となる 

604 競技会の進行 
604.01 ジャッジ 

A. アキュラシー：ヘッドジャッジは全プレーヤーをそれぞれのサイトに連れて行き、他の全てのジャッジをコーディ
ネートする。サイトジャッジの任務は、時間を計ること、ファールのコールをすること、グッドスローを記録す
ることである。できればサイトジャッジには、スローの成否をコールする補助員をつけ、サイトジャッジがファー
ルのコールに集中できるようにする。 

B. ディスタンス：ヘッドジャッジは全プレーヤーをそれぞれのサイトに連れて行き、他の全てのジャッジをコーディ
ネートする。サイトジャッジの任務は、時間を計ることとファールをコールすることである。2人の計測係が各サ
イトにおかれ、スローの落下地点をマークし、最も長いスローの計測をする。記録係が、計測されたスローのス
コアを記録する。 

C. MTA：ヘッドジャッジは全プレーヤーをそれぞれのサイトに連れて行き、他の全てのジャッジをコーディネート
する。サイトジャッジは、プレーヤーを呼び、時間を計り、成功したスローのタイムを記録する｡4人の計測係（1
人の補助を含む）は、ストップウォッチで時間を計測する。 
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D. TRC：ヘッドジャッジは全プレーヤーをそれぞれのサイトに連れて行き、他の全てのジャッジをコーディネート
する。サイトジャッジは、プレーヤーを呼び、時間を計り、成功したスローの距離を記録する｡5人の計測係は、
成功したスローの計測をする。 

604.02 予選の進行：各ラウンド後に次のラウンドに進むプレーヤーの数は、トーナメント参加者の人数によって、競技開始
前に決められる。予選ラウンドでは、シードされているプレーヤーを均等に割り当てる。次のラウンドでのプレー
の順番は、前ラウンドでの成績による。603.03(H)参照。 
A. ディスタンス、SCF、MTA、TRC： 

(1) 参加者が30人以下の場合：予選 ― 15位タイまでが次に進む。準決勝 ― 5人が決勝に進む。決勝 ― 5
人で行う 

(2) 参加者が31人～80人の場合：予選 ― 25位タイまでが次に進む。準決勝 ― 5人が決勝に進む。決勝 ― 
5人で行う｡ 

(3) 参加者が80人を超す場合：予選 ― 50位タイまでが次に進む。第2ラウンド ― 10位タイまでが次に進
む。準決勝 ― 5人が決勝に進む。決勝 ― 5人で行う。 

B. アキュラシー： 
(1) 参加者が30人以下の場合：予選 ― 12位タイまでが次に進む。準決勝 ― 2人が決勝に進む。決勝 ― 1

対1。 
(2) 参加者が31人～80人の場合：予選 ― 20位タイが次に進む。準決勝 ― 2人が決勝に進む。決勝 ― 1対

１。 
(3) 参加者が80人より多い場合：予選 ― 40位タイが次に進む。準々決勝 ― 8人が準決勝に進む。準決勝 

― 2人が決勝に進む。決勝 ― 1対1。 
604.03 タイ： 

A. アキュラシー：タイを解かなければならない場合、そのプレーヤー同士の直接対決でプレーオフを行う。４つの
ステーションをおこない、終了時にリードしているプレーヤー、または、４つのステーションの終了を待たずに
対戦相手が勝者と認めたプレーヤーが勝者となる。 

B. ディスタンス：タイを解かなければならない場合、同スコアのプレーヤー同士は直接対決で、連続して同時にス
ローを行う。1投毎に勝敗を決め､先に3勝したプレーヤーが勝者となり、次のラウンドに進む、または優勝とな
る。 

C. SCF：タイを解かなければならない場合、同スコアのプレーヤー同士で直接対決出のプレーオフを行う。各プレー
ヤーはMTAとTRCを行い、通常通りSCFのスコアを出す。スコアの高い方のプレーヤーが勝者となり、次のラウ
ンドに進むか、または優勝となる。 

604.04 遅刻：プレーヤーは、名前を呼ばれ次第プレーできるように、サイトにいなければならない。プレーの順番は事前
に掲示されなければならない。プレーヤーがコールに応えない時は、以下のようにする。 
A. アキュラシー：プレーヤーがコールに応えなかった場合、次の順番のプレーヤーが呼ばれる。遅刻しているプレー
ヤーはその次に再びコールされ、そこで応答すればスローできるが、スコアから2投分差し引かれる。再度応答が
なければ、そのプレーヤーはスクラッチ（SCR）と記録される。 

B. ディスタンスとSCF：アキュラシー同様遅刻の際、2度目のコールに応えればスローできるが、2度目にも応えな
ければ、SCRと記録される。 

605 語句 

用語 説明

ファールライン アキュラシーでは7つのステーションに、ディスタンスでは6mのラインに挟まれたラインであり、

標的 アキュラシーにおいて、得点するためにディスクが通過しなけらばならない枠。サポーティングポイント：プレーヤーの体重を
支えている、もしくは、身体の、地面に触れている部分。

着地点 ディスタンスにおいて、投げられたディスクが最初に地面に触れ､マーキングされた地点。

標的面 アキュラシーにおいて、標的を含む、地面に垂直な平面。
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